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平成３０年度 災害時等の熱中症対策シンポジウム



気 象 概 況

「平成30年7月豪雨」の大雨の特徴とその要因について 平成30年7月 気象庁
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○ わずか６日間で７月の過去の最大月間
降水量を超える雨量を記録するなど，県内
各地で観測史上初となる記録的な豪雨

○ 安芸太田町を除く22市町に本県で
初めてとなる大雨特別警報が発令

○ 県内405観測地点のうち，100年確率
規模以上の降雨観測地点が184，
うち200年確率規模以上が101地点

○ 県内の広範囲で土砂災害や河川の
氾濫が多数発生するなど，戦後最大級
の被害

７月３日から８日の豪雨の概要

（広島地方気象台 気象速報）
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広島市安佐北区口田南 熊野町川角（大原ハイツ）

三原市木原 坂町小屋浦 4



全壊 半壊 一部 床上浸水 床下浸水 計

１,１５１棟 ３,６０４棟 ２,１３７棟 ３,１７２棟 ５,８０６棟 １５,８７０棟

死者 行方不明 重傷 軽傷 計

１２６（１７）人 ５人 ６２人 ８４人 ２７７人

広島呉道路（坂町水尻）呉市天応 沼田川（三原市本郷南）

（Ｈ31.2.5時点）

被害の状況
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（Ｈ31.1.24時点）
※ 死亡欄の（ ）は災害関連死として認定された人数（内数）



府中市木野山町
【１名死亡】

広島市南区丹
那町

【１名死亡】

竹原市新庄町
【２名死亡】

竹原市東野町
【１名死亡】

東広島市河内町中河内
【３名死亡】

東広島市西条町馬木
【２名死亡】

三原市久井町
【２名死亡】

三原市大和町
【２名死亡】

呉市音戸町早瀬２丁目【２
名死亡】

呉市吉浦新出
町

【３名死亡】

H30.8.31 13：00時点

呉市安浦町
中畑外

【 ４名死亡】

※呉天応用
写真差替え

竹原市港町５丁目
【１名死亡】

広島市安芸区
上瀬野

【４名死亡】

尾道市防地町外【２
名死亡】

呉市阿賀南
９丁目

【 １名死亡】

坂町小屋浦【 １５名死亡】

呉市天応西条外【１2名死亡】

三原市木原６丁目
【１名死亡】

東広島市西条町下三永
【３名死亡】

広島市安佐北区口田南３丁目
【１名死亡】

熊野町川角５丁目
【 12名死亡】

人 的 被 害 発 生 状 況

広島市安芸区矢野東７丁目外
【12名死亡】

広島市安佐北区
口田南５丁目
【２名死亡】
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庄原市

三次市

安芸高田市

安芸太田町

北広島町

東広島市

大崎上島町

竹原市
熊野町

三原市

世羅町

尾道市

庄原市

三次市

県

廿日市市

広島市

大竹市

坂町

神石高原町

福山市

府中市

府中町

海田町

江田島市
呉市

区 分 最大時 現在

停 電 約4万7千戸
（7月7日 時点）

解消
(7月13日)

断 水 約22万戸
（各市町ピーク時）

解消
(8月10日)

県全域にまたがるライフラインの被害県圏域にまたがるライフラインの被害

＜断水した市町＞

江田島市

給水所に並ぶ住民の方々

○ 市町からの要請に応じて，避難所等へペット
ボトル飲料水の供給
○ 7月12日までに約7.6万本（飲料メーカー等）
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県営水道用水供給事業の復旧

11日 林道野田線の崩壊により，送水管約30ｍ
の流出を確認

18日 三原市（本郷町）及び東広島市（河内町）へ
送水を開始
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7月11日時点

7月16日時点

沼田川水道
用水供給事業広島西部地域

用水供給事業

広島水道
用水供給事業

沼田用水供給事業 送水管 崩落・復旧状況

送水管
隧道



市町等における断水の状況
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市町等名
断水 断水解除

市町等名
断水 断水解除

戸数 月日 戸数 月日

西
部

広島市 12,600 8月9日西
部
東

東広島市 1,264 7月20日
大竹市 竹原市 1,622 8月4日
廿日市市 大崎上島町 30 7月9日
安芸高田市 1,327 7月10日

東
部

三原市 38,856 7月30日
府中町 尾道市 58,647 7月21日
海田町 6 7月10日 世羅町
熊野町 124 8月8日 福山市 190 7月14日
坂町 700 8月10日 府中市

安芸太田町 神石高原町 14 7月10日
北広島町 北

部
三次市 660 7月12日

呉市 93,279 8月2日 庄原市

江田島市 9,936 7月24日 合計 219,255戸

広
島
県

広島水道用水
土砂流入による６号トンネルの閉
塞

（79,903） 7月12日
(送水再開)

沼田川水道用水
浸水による本郷取水場の送水ポン
プの停止 （88,552） 7月16日

水道管の破損 (送水再開)



広島市
34日

江田島市
18日

呉市
27日

庄原市

東広島市
14日 三原市

24日

竹原市
29日

福山市
8日

尾道市
15日

大竹市

廿日市市

三次市
6日

安芸高田市
4日

北広島町

安芸太田町

世羅町
府中市

神石高原町
4日

府中町

坂町
35日

海田町
4日

大崎上島町
3日

熊野町
33日

28日超
28日以内
21日以内
14日以内
7日以内
3日以内

広島県の断水解消までの期間



災害救助法適用市町

自衛隊による入浴支援

福山市
だいご湯
遊湯
国民宿舎「仙酔島」
絆が深まる宿 和
スーパー銭湯ゆらら

府中町
スーパー銭湯安芸の湯

三原市
みはらし温泉
ホテル白竜湖リゾート
本郷グランドホテル

尾道市
栗原温泉
寿湯
天然温泉尾道ふれあいの
里
養老温泉本館
天然温泉うら湯

熊野町
熊野町東部地域健康センター
熊野町西部地域健康センター

広島市
音戸温泉
平和湯
吉島湯
瀬戸の湯
土橋湯
都湯
三本松湯
いなり湯
大学湯
丁字湯
ちどり湯
観音湯
泉湯
日の出湯

呉市
赤ビル温泉
ゆ～とぴあ
そてつ温泉
瀬戸内オーシャンスパ 汐音

入浴支援の実施状況
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避難所の避難者数
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避難所の避難者数
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11.11 県内避難者解消

台風12号
接近

(4,001人) 台風20号
接近

(1,842人)

台風21号
接近

(1,842人)

17,379人（702避難所）



担当 対応内容

経済産業省
（プッシュ型支援）

・ ７月９日設置開始，２０日完了
・ １５０台 （２９避難所）

国土交通省
中国地方整備局
（設置費助成）

・ 県営住宅等への入居者
・ ３８件 （県営住宅）
・ ９件 （県の職員公舎）

広島県
（設置費助成）

・ 100件 （応急仮設住宅）

避難所等の環境整備 【エアコン】
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※ボランティアの
怪我も含む。
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当初、外傷者が目立つ

避難所での有症状者推移 【外傷者】
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報告避難所数

・８月上旬、咳・発熱症状増加
・被災地域でインフルエンザ発生

避難所での有症状者推移 【感染症】



市町名
チーム

広
島
市

府
中
町

海
田
町

熊
野
町

坂
町
呉
市

江
田
島
市

東
広
島
市

竹
原
市

三
原
市

尾
道
市

福
山
市

府
中
市

三
次
市

庄
原
市

（1）DMAT ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ●

（2）医療救護班 ● ● ● ● ● ● ●

（3）災害時公衆衛生チーム

①保健師 ● ● ● ● ● ● ● ● ●

②看護師（災害支援ナース） ● ● ● ● ●

③薬剤師 ● ● ●

④口腔ケア ● ● ●

⑤栄養士 ● ●

⑥リハビリ ● ● ● ● ●

⑦介護・福祉 ● ● ● ● ●

（4）JMAT感染対策チーム ● ● ● ● ●

（5）ＤＰＡＴ ● ● ● ● ● ● ●

（6）こども支援チーム ● ● ● ● ● ● ●

保健医療活動（災害救助法適用市町）
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熱中症による救急搬送状況

広島県
■平成３０年度 ２,６６１人
■平成２９年度 １,５４７人

（消防庁資料）
18

全 国
■平成３０年度 ９５,６６１人
■平成２９年度 ５２,９８４人



東区災害ボランティアセンター
7/10～9/20 800人

南区災害ボランティアセンター
7/10～8/31 5,100人

安佐北区ボランティアセンター
7/11～10/31 11,774人

安芸区ボランティアセンター
7/11～11/30 12,504人

竹原市被災者生活ボランティアセンター
7/10～11/9 3,050人

尾道市災害ボランティアセンター
7/10～10/22 3,500人

府中市災害ボランティアセンター
7/11～8/6 622人

庄原市被災者生活サポートボランティアセンター

7/9～7/20 304人

東広島市災害者生活サポート
ボランティアセンター

7/9～9/7 6,034人

江田島市社協被災者生活
サポートボランティアセンター

7/10～8/10 2,508人

府中町災害ボランティアセンター
7/11～8/10 2,023人

海田町災害ボランティアセンター
7/10～9/30 1,961人

熊野町災害ボランティアセンター
7/11～10/23 1,940人

三原市災害ボランティアセンター
7/10～12/1 10,270人

坂町災害たすけあいセンター
7/9～12/8 24,977人

世羅町災害ボランティアセンター
7/9～7/30 207人

安芸高田市被災者
生活サポートボランティアセンター

7/11～8/31 308人

くれ災害ボランティアセンター
7/10～10/31 34,886人

三次市

神石高原町

福山市

北広島町

安芸太田町

廿日市市

大竹市
大崎上島町

西区
中区

佐伯区
安佐南区

東区

南区

三原市

福山市災害ボランティアセンター
7/10～10/31 1,631人

庄原市

世羅町

府中市

安芸高田市

東広島市

竹原市

呉市

安芸区

江田島市

安佐北区

大崎上島町災害ボランティアセンター
7/13～8/3 112人

尾道市

三次市災害ボランティアセンター
7/10～7/20 112人

神石高原帳災害ボランティアセンター
7/26～9/21 11人

設置市町： １９市町
活動者数： １２６，７０４人

１９

広島県内の被災者生活サポートボランティアセンター



広島県の熱中症対応 ～被災者等への対応～

担当 時期 対応内容

感染症・疫病管
理センター
（ひろしまＣＤＣ）

７月９日～
１３日

・ ＳＮＳによる情報発信（２～３日おきに発信）

・ 市町を通じて避難所等への注意喚起ポスターの掲
示やリーフレットの配布

医療救護班 ７月１０～
８月３１日

・ JMAT、日赤等の医療救護チームが診察

被災保健所
（保健師チーム）

７月９日～
９月３０日

・ 避難所等へ熱中症の注意喚起ポスターを掲示
・ 避難所の避難者の熱中症予防や健康相談実施
・ 個別訪問時に熱中症の注意喚起チラシを配布

・ 避難所や自宅を訪問する際は，補水液を携帯して
渡せるよう準備

看護師チーム ７月12日~
８月31日

・ 避難所の避難者の熱中症予防や健康相談実施

介護・福祉関係
チーム

７月13日~
８月31日

・ 在宅高齢者，障害者，障害児宅を，ケアマネ，社会
福祉士，相談支援専門員が個別訪問

健康危機管理
支援チーム
（DHEAT）

７月17日~
８月31日

・ 派遣チーム活動に係るニーズアセスメント・調整
・ 戸別訪問に係る情報分析・戦略決定補佐
・ 中長期的保健医療再建計画の策定支援
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21



22
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・ 県医師会（JMAT）…16チーム/ 避難所10か所/ 409人診察

・ 日赤…37チーム/ 避難所27か所/ 1,937人診察
（主な症状…熱中症，外傷，虫刺され，不眠，便秘，既往症処方）

24

医療救護班 7月10日～



・ 7/12～8/31 【県看護協会，他県看護協会派遣】
・ ５市町９避難所に延417チームが常駐
・ 被災者の健康管理・避難所の環境整備等

・ 血圧測定，服薬管理，健康相談，創傷処置，傾聴等
・ 避難者への巡回・声掛け（ラウンド）
・ トイレ清掃，ゴミ収集等
・ 他職種との情報共有
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看護師チーム（災害支援ナース）



健康管理（36避難所で活動）
7/9～9/30…10市町，延1,018チーム（うち県外チーム延874チーム）

・ 健康相談等による要配慮者の把握と支援
・ 環境整備等の感染症予防活動

・ エコノミークラス症候群や生活不活発病等、二次的な健康被害
の予防活動
・ ＤＰＡＴ等と連携したこころのケア

26

保健師チーム



家庭訪問 9,533世帯（7/13～9/30）
・ 会えたのが5,289世帯（9,497人）

・ 自宅滞在者、みなし仮設・公営住宅等入居者への家庭訪問によ
る健康状況及び要支援者の把握と支援 （補水液を携帯）

27

保健師チーム



県外応援保健師チーム（活動チーム数の推移）
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家庭訪問の実施状況



被災在宅高齢者への戸別訪問等 延1,479名； 7/19～8/31
【県社会福祉士会、県介護福祉士会、県介護支援専門員協会】

・ 被害状況、健康状態、要介護度、家庭環境、家族介護力等の把握
・ 保健師、地域包括支援センター等への伝達

介護・福祉関係チーム

30支援が必要な高齢者を窓口をつなぐことは，ケアマネの社会的責務



班 具体的な活動内容

東京都
（第１班）
（7/17～22）

〇保健所の組織横断的な調整機能の応援（対策会議）
〇避難所の感染症や食中毒予防の状況把握，支援
〇断水地域や在宅被災者の健康・栄養課題の把握，支援
〇被災地職員の健康管理（チェックシートとフローチャート）
〇管内市リエゾン保健師とともに復旧・復興期への移行検討
〇保健活動で用いる住民向け資料作成（粉じん等）
〇訪問ニーズ調査票の記入・入力マニュアル作成

（第２班）
（7/22～27）

（第３班）
（7/27～8/1）

31

ＤＨＥＡＴ（災害時健康危機管理支援チーム）７都府県４市19班
西部東保健所における活動



東広島市訪問中の総理
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三原市訪問中の加藤元大臣

呉市訪問中の両陛下



地域支え合いセンター事業活動

住民参加による，個別課題，地域
課題の共有，活動の改善・生み
出しが話し合われる場

住民主体のサロン，見守
り活動等によるコミュニ
ティ再生，課題の早期発
見の強化

助けあい・生活支援活動，仕
事づくりの生み出し
ボランティアセンター機能

気になる人，世帯の
発見・相談・つなぎ

活動支援

アウトリーチ

参
加医療・保健・福祉の専門職や，地区

社協，NPO，ボランティア，企業等
による重層的な支援のネットワーク
化と協議の場づくり

支え合い

センター

協働促進

相談支援機
能の強化

地域の助け
あい促進機
能の強化

資源開発・役
割創出機能
の強化

ネットワー
ク機能の
強化

定期的な巡回だけでは孤独
死は防げない。待っていても
相談は来ない。
制度の有無に関わらず支え
る

本人の生きる意欲の支
援，役割創出。ボランティ
アの多様で柔軟な参加。

予防的福祉としての地域福祉
の推進。
サービスではなく，助け合う関
係性支援。

被災地区の既存の協
議体の活用や，関係
機関や住民組織等と
の連携による総合相
談支援体制

強化すべき
４つの機能

重層的な官民の支援NW
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